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1.まえがき

近年，SNS，画像共有サイトやブログの発達により，
全世界の誰しもが簡単に個人写真などをアップロード
することができるようになった．これらの写真には衣
服の着こなしを撮影したファッション画像も大量に含
まれている．なかでも，ストリートスナップは街で見
かける若者たちの服装や着こなしを撮影したスナップ
写真のことであり，ファッションの流行のトレンドをい
ち早く反映しているものであると考えられる．
我々は流行を把握するために膨大な数の画像情報か
ら衣服の分析を行い，ファッション情報を抽出するこ
とを目指す．ファッション情報といっても衣服の形や，
衣服の種類 (カーディガン，ワンピース等)などの情報
があるが，本研究では衣服の色情報について着目する．
つまり本研究ではファッション画像を分析し，衣服の色
を抽出することを目的とする．本稿では，ファッション
画像を与え画像中の人物の衣服が上半身は白色の衣服，
下半身は黒色の衣服というように文章でファッション
情報を得るものとする．これによって画像情報からテ
キスト情報を抽出することができるようになり，ファッ
ション情報について検索や分析がスムーズに行われる
ことが期待される．

2.関連研究

人物画像における色情報を扱った先行研究としてい
くつか研究が行われている．Kangらはファッション推
薦システムを提案している [2]．この手法では，衣服の
色をファッションの一要素と捉えて使用しているが，画
像情報から抽出しているわけではなく元々与えられて
いるものとしている．Gallagherらの研究では衣服の色
情報から同一人物を認識している [1]．同一の日に撮影
された複数の写真において同一人物は同じ服を着てい
るものとして個人の特定を行っている．この手法では
衣服の色情報を使用しているものの，衣服が何色なの
かという点には着目していない．一方で，相田らは画
像中の衣服の色を認識する手法を示している [3]．この
手法では，画像を領域分割し，衣服領域を決定してそ
の色を認識している．しかし，顔検出の頑健性や色の
照明による影響が考慮されていなかった．
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3.提案手法
本研究では人物画像を入力すると画像中の人物の上

半身，下半身それぞれに着用している色名を返す手法
を提案する．なお，入力されるストリートスナップは
一人の人物が映っているものに限定する．
本研究で提案する色情報抽出の全体の概要を以下に

示す．

1. 画像入力：処理を行うストリートスナップの画像
を与える．

2. 顔検出：画像中の顔を検出する．このとき，色や
位置に制約を与え，誤検出を低減する．　

3. 色補正：色温度に基づき，照明の影響があると判
断された画像に色補正を行う．

4. 領域分割：顔の位置から衣服の位置を推定する．
GrabCutによる領域分割を行い，失敗した場合に
は矩形領域を指定する．

5. 色情報分析：衣服領域の上半身，下半身それぞれ
に対し，色を抽出する．

4.色と位置に基づく頑健な顔検出
本研究では人物の位置，衣服領域を推定するために

入力されたストリートスナップに対して顔検出を行う．
まず，Haar-like特徴を用いたブースティングによる

分類器 [4]を利用し，複数の識別器を用いて顔候補領域
の検出を行う．そして，顔の誤検出を減らすために肌
色検出を行う．顔候補領域の肌色割合が閾値以下なら
顔でないと判断してその顔候補領域を棄却する．
さらに，ストリートスナップは人物の服装を撮影し

たものであるので全身が撮影されているものが一般的
である．その条件から顔の位置をおおまかに推定でき
る．そのために顔位置に制約を与え，誤検出を減らす．
具体的には画像の最下部，右上，左上に顔が存在する
場合を除外する．除外箇所を図 1に示す．
最後に，複数の識別器による検出の整合性を確認す

る．顔領域が画像全体で一つしか検出されない場合は
その領域を顔とする．二つ以上顔候補領域が検出され
た場合には，二つ以上の識別器で検出した領域のみを
顔とする．

5.色補正
5.1.HSV色空間における色の分類
本手法では，HSV色相系に画素値を変換して色抽出

を行う．抽出する色は一般的な色とされる 12色とする．
また本研究では人物領域を抽出するため肌色も追加し
て，使用する色は以下の色となる．
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図 1: 顔位置による顔候補領域の除外箇所

表 1: 使用する 13色一覧
赤色 橙色 黄色 緑色 水色 青色 紫色
桃色 白色 灰色 黒色 茶色 肌色

表 1で示した色について，HSVの値と色の対応を手
動で与え，色を分類する．まず S(Saturation：彩度)と
V(Value of Brightness：明度)の値からまず無彩色 (黒
色，白色，灰色)を求め，その後H(Hue：色相)の値に
より各色に分類するものとする．
5.2.照明の推定と色補正
与えられたストリートスナップは多様な照明条件下
で撮影されている．そのため照明の影響が考えられる
状況でそのまま画素値から色を分類してしまうと，人
間が直感的に認識する色と異なる色が抽出される．人
間が認識する色とできるだけ近い色名を抽出するため
に，色補正を行う．
与えられたストリートスナップの色補正を行うため
に，色温度に着目する．色温度とは色を温度で表した
ものであり，赤っぽい色ほど低い温度，青っぽい色ほ
ど高い温度で表記される．本来，色温度とは画像に対
する光源の色尺度であるので画像中から一意に求める
ことができない．そこで画像中の画素値から疑似色温
度として疑似的に色温度を求めるものとする．
色温度を推定し，色補正を行う手順を以下に説明する．
まず，RGB表色からXYZ表色へ変換する．RGB表
色では人間が認識する色の全ての色を表現することが
できず，無理やり表現しようとすると RGBの値がマ
イナスになってしまう．この問題点を解消するために
XYZ表色に変換する．
次に，XYZ表色から Yxy表色へ変換し，色温度を
算出する．XYZ表色からグラフに示す場合，軸が三つ
必要になってしまう．そこでX，Y，Zそれぞれが合計
値に占めている割合を小文字の x，y，zでそれぞれ表

図 2: xy色度図

すことによって，二つの軸から色を表すことができる．
Yxy表色から等色温度線を参照すると色温度を求める
ことができる．参照する等色温度線を図 2に示す．
そして，色温度から逆色温度を算出する．色温度は

数値の差が色の違いに比例していないので，色温度の
逆数をとり 10の六乗をかけたものを逆色温度として求
める．単位はミレッドで表される．これにより定量的
な色温度の計量が可能になる．
最後に色補正を行う．求められた逆色温度が閾値以

上の場合に，色補正を行う．しかし，画像全体に色補
正をかけると照明があたっていない領域にも補正をか
けてしまうので，疑似色温度が閾値以上の画素のみに
色補正をかけるものとする．
5.3.領域分割
本研究では人物領域とそれ以外の領域分割の手法と

してGrabCutを用いる [5]．GrabCutは二つのエネル
ギー関数を最小化することによって領域分割を行う．二
つのエネルギー関数とは隣接画素との差，背景・前景
の確率モデルである．
具体的には，顔検出で得られた顔座標と顔半径から

人物を含むと考えられる十分に大きな矩形領域を定め，
矩形領域内を前景に矩形領域外を背景としてガウス混
合分布を用いて確率モデルを作成し，領域分割を行う．
背景と服装のテクスチャが類似している場合などに，

GrabCutによる領域分割がうまくいかないことがある．
そのような場合は分割結果が明らかに失敗であると判
定できるため，顔座標，顔半径より上半身と下半身そ
れぞれの領域を矩形で推定する．
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図 3: 色補正の実行結果

5.4.色情報分析
領域分割で決定された上半身領域，下半身領域内の
画素を全走査して各色画素数を数えることにより色抽
出を行う．抽出された結果，最も多い色を上半身，下
半身ごとに第一要素とする．

6.実験
6.1.顔検出の実験結果
ファッションサイトから収集した 10000枚のストリー
トスナップに対して実験を行った．顔検出の評価実験
ではOpenCVで提供されている顔検出と提案手法を比
較して実験を行う．

表 2: 顔検出の精度
正検出 誤検出 検出率 適合率

OpenCV 3763枚 2215枚 59.8％ 62.9％
提案手法 4877枚 164枚 50.9％ 96.7％

　

OpenCVのみを使用した場合とそれに様々な制約を
加えた提案手法を比較すると提案手法では検出率は下
がっているものの，適合率は大幅に向上している．Web
上には大量の画像が存在しているので，本研究では顔
検出における検出率を上げるより適合率を上げること
により誤検出を減らすことが重要である．本手法はそ
のような用途に適しているといえる．
6.2.色補正の実行結果
色補正の実行結果を図 3に示す．図 3は左から元画
像，元画像に対して減色処理を実行した結果，色補正
を行った後に減色処理を実行した結果をそれぞれ表す．
図 3では，白いコートを来た女性が映っている．電球

色の照明が当たっているため，単純に画素の明るさか
ら色を判定するとオレンジ色と判定されているが，照
明の影響を低減するため色補正を行うことにより，上
半身の衣服の色が白色になっていることが分かる．
6.3.色分析の実行結果
領域分割と最終的な色分析の結果の例を図 4に示す．
入力されたストリートスナップに対し，上半身と下半
身の衣服の色をそれぞれ抽出できていることが分かる．
さらに，ファッションサイトから収集した 10000枚の

ストリートスナップに対し，顔検出が成功した画像に

図 4: 色分析の実行結果例

対して色を分析する実験を行った．本手法によって抽
出した第一要素の色が正しいかを手動で確認し，一致
率を調べた．上半身，下半身ごとにランダムに選んだ
250枚のストリートスナップに対して求めた．約 70%程
度が一致していることが分かった．

表 3: 色抽出の精度
一致数 不一致数 一致率

上半身 185枚 65枚 74.0％
下半身 176枚 74枚 70.4％

　

7.おわりに
本研究では，ストリートスナップを用いて人物画像

における衣服の色分析に関する研究を行った．そのた
めに顔検出，色補正，領域分割，色情報分析について
述べた．本研究によって，大量のファッション画像から
色情報の自動抽出を行うことができたのでファッション
流行の分析に役立つと思われる．
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